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以上の結果から．抵抗性品種を直接栽培品種として

採用することが厳も望ましいが．品質，成熟期の点で

それが不可能を場合でも捕獲作物として棍虫密度の低

下に役立てることができると考える．

大豆単作耕種法確立に関する試験

弟2報　晩播栽培における栽栢様式につhて

野崎光夫・浅野清美

（宮城県鼻試）

1雪　月L　が　き

宮城県にかける大豆の栽培面横は年々減少している

が・現在なお13，000haもあわ夏畑作物の王座を占め

ている・しかし乍ら，本県大豆の平均反収は．わずか

に130■′程度で依然として停滞している．この低収

の大毒を原因は水稲依存度がきわめて高く，経営の中

心が水田にあるためでもあるが，従来までの栽培は麦

間作栽培一本立であれ　しかも間作なるがゆえに大き

を制約を受け・かつ労働力の競合などによカ管理も不

充分となれ　したがって無計画を捨て作少を余儀なく

さ九・と九が慣行になってhたわけである．間作によ

る諸障害の排除・労働力の配分及び機械力の導入等を

前捷とし一前作麦跡を耕起整地し，大豆を播種する所

謂晩播単作栽培の場合の栽植様式について昭和35年

以降試験を実施し・一応の結果を得たのでその概要を

報告する・なお・本報告は主として昭和37年度に調

査し大総乗によるものである．

2　駄　麟　方　法

播種舶　瞳巾 株間（17ーノレ当如乗数 1本立）備　考

625f㌫亘3如00工芸†2500弓SI16661培土1回

712－…3：い6666－12†3333－1；†2222｝監志
供試品種 タチスズナリ・シンメジロ

a h徽絶景並びに孝義

第1表に示したように・晩播程生育日数が虚指され

る・特に開花迄日数の短船が大きい，つまカ栄養生長

期間が眈藩になる乱極端に少なくなるのが大きを特

徴で・開花から成熟までの日数は大きな動きはみられ

なれ従って晩捧窄栄養生長量が少ないから，これを
補う為に密櫓の必要がある．

第1表　播種期の移動による開花並びに結実日数
との関係

播 種 細 溺 花 期 開 花 迄 成 熟 期 結 実 日数 生 育 日数

（月 日） （月 日 ） 日 数

（日 ）
（月 日 ） （日） （日）

5　 3 1 8　 4 6 5 1 0 1 0 6 7 1 3 2

6　 2 5 8 1 1 4 7 1 （1 1 3 6 3 1 1 0

7 1 2 8　 2 0 3 9 1 （1 1 9 6 0 9 9

品種：シンメジロ

第2表は大麦跡を前操とした場合の播種期6月下旬

格の結果である・すなわち，この頃播種してもかな少

繁茂する・特に畦巾が狭く／教権株数の多h私初期

から伸びが早く茎長は長い・しかし主茎節数には殆

ど差がなく・その他の主要形質（分枝・蔓の太さ・．乗

数）は密楢によ少減少する．つまカ密植程徒長的な生

育を示す．

密楯適応性の高いクチスズナリとやや倒伏し易いシ

ンメジロを供試したが，二品種共傾向は同じである．

即ち畦巾に大きな関係はなく．挟間10伽の収量が高

い・次いで一　5伽と66伽で両極端である．ま3伽と

15伽は減収の傾向を示した．同一株数では40∞×

15伽・つま少臣巾を狭く株間を広くした場合と．60

伽×10伽では後者が多収を示した．特に株間を広く

した場合・密植適応性の高いクチスズナリの減収程度

がやや大きい．又同一株数で60α×a3叫すなわ

ち，畦巾を広く株間を極端に狭くした場合と，40伽×

5伽では後者が明らかに多収である．このことは晩播

栽培という特殊を生育経過からくるものと思われる．

すなわち1ケ月晩揮することによカ過剰生長は或る程

度抑えられるが・大豆は総量の約40節が子実重であ

ることから考えれば・多収を挙げる上に．ある程度伸

ばす所謂栄養生長量の確保が必要・である．従って疎開
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を広くするととは．受光体制が良いので草丈が低く．き

わめて健全を生育経過をたどるが結果としては，全体と

して受光量をむだにしていることに走力．栄蛮生長i＿「の

不足となる．

また反対に株間を極端に狭くした場合，株と株との競

合がはげしく受光体制を不良にし，生育不良株等の発生

多く，且着葵率の偲下と耐倒伏性を弱めることになる．

晩播にをる程初期から中期の生育が大きく収量に影響す

る・したがって扶間の条件が大きな「ポイント」になる

ようであれ挟間10躇程度が受光体制からみて．適当

な個体配置のように考えられる．

畔巾は6月下旬播種の場合，栄泰生長期間が或る程度

短縮されるが・土軋その他の条件で．なかかなカ繁茂

する可能性があるので倒伏対策を請ずる必要がある．ま

た雑草の出かたからみて中桝の必要性もある．すなわち

安全性・その他から畦巾をやや広くし中耕培土の管理作

菜を行ないうるよう50佃から60蝕が適当かと思われ

る・従って6月下旬播では108当身株数17．000枚か

ら2〔1000枚内外が適当と考えられる．

第2表　晩播栽培の栽植密度と諸形質との関係（6月25日播）

品種
畦 巾　 扶間 茎　 長 王茎節数 l分枝傲 茎の太さ

1枚当少 1 7 －ル当少（K，） 子 実 重 百粒 重

名 （α■）

4 0 （ ；…

（掬 ）

6 9 4

64 4

14．0

14．3

（本 ）
（蒜 ） 実 数伊メ 総　 量 子実重 歩合 l㈲ （の

シ

こ／

a O 6 2 25 2 6 9 5 5 28 2 5 4 1 24 4

4 0 6 5 27 8 7 5 5 0 2 9 2 5 3 9 24 5

メ 68 7 1 4．4 4 7 8 9 32 4 6 6 5 5 27 7 0 4 2 25 5

ジ 6 0 （……

40 （：…

6 6 9 13 5 ユ2 6 1 2 4 3 68 8 9 2毘5 5 3 7 24 8

ロ 6 4 0 1 4．2 4 5 7 0 3 5 5 78 9 4 27 98 ノ 3 9

42

2 4 2

25 3
5 9 4

7 3 2

la 9

13 1

4 3 7 1 3 6 9 7 1．0 6 2 9 60

ク
Z O 6 0 25．5 7 9 00 28 4 0 ・． 36 2ま3

チ 68 9 12 8 2 4 6 8 29 5 75 20 29 7ム
3 9 2ユ2

．ス

一才

6a 2 13 4 a 3 6 9 3 1 9 66 25 26 5 0 4 0 22 2

ナ 6雄 … 72 5 12 3 1 7 5 4 18 9 67 8 5 24 9 7 3 7 2 2 7

リ 6 3 3 1 3 3 2 7 6 5 3 8 5 66 8 0 2 8 0 2 4 2 2 2 6
6 8 5 l a 6 3 4 6 9 3 9 9 65 5 1 2 8 3 9 43 2 1 9

次に小麦及び菜乱その他跡を前提とした場合の7月　　すなわち・6月下旬播とほほ同じ傾向である．畦巾は

中旬棒は第3表の通力である・　　　　　　　　異なっても株間9掬から10C勿が高い収宜を示した．

第3表　晩播栽培の栽植密度と諸形質との関係（7月12功徳．クチスズナリ）

栽 植 様 式 茎　 長

王墓節数 分 枚 数
茎の太さ 英　 数 1 7 －ル当 （侮 ） 子突重 百 粒 重

畦巾　 珠聞 （掬 ） （加） 例 総 量

5 6 6 9

子実 重

2 ユ2 1

歩合 倒

4 1

伊）

22 1
50 日 58 5 1 1 5 1 0 良4 2 0

55 2 lt 9 1 8 5 9 2 5 54 0 2 2 ユ4 3 4 3 2 2 4
5 8 6 1 2 1 2 2 5 9 3 0 55 1 1 24 6 7 4 5 2 1 9

30 （ 王… 68 1 12 1 8 7 5 1 1 8 6 14 1 24 2 3 3 9 2 1 9
5 ユ0 1 1 4 1 7 5 3 2 3 59 5 2 25 9 1 4 4 2 1 4
4 9 6 12 3 2 5 5 6 2 8 5 1 3 1 2 1 78 42 2 2 5

特に30用×10掬では生育不良株なども少なく，

10a当身収量260K，ときわめて良h結果を得た．

7月中旬樺であるので栄牽生長宜も小さレTから当然の

ことであるが．極端に株閏の狭h3蝕と6伽の収量差

は小さい・又画一株数で挟間をやや広くした場合に比

較しても大きを差はなかったが，畦巾を狭く挟間を15

鴎と広くした場合は同一株数で鞋巾を広く挟間を9蝕

とした場合に比べ明かに．総重も少なく減収の傾向を

示した・7月10日前後播種では栄華生長期間が可成

力短縮される・従って草丈も低くその他の諸形質も著

しく減少しているが．一株当少乗数の減少程度は比較的

少なかった・従ってこの頃播種する場合は倒伏の心配も

少なくなるので，畦巾30蝕程度のドリル形式による栽

植様式も考えられるれ病等虫防除及び後述するように

種々の管理作業も或る程度必要となる場合もあるので，

陸巾40・用から50蕗，株間は6月下旬播種同様10‘潰

程度がよいと考えられる．前作物収穫後全面耕起して播

種するので．雑草の発生も少なく管理作美としては耕水

及びめくら除草を目的としてホーで軽い中耕を行う程

度である．
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このように7月い←入ってからの晩播栽培はl U a当り

20◆　日日0から30．000　枚程度の株数が必紫である．

晩播栽培で問題になるのは生ff期間の短縮による百粒

軍∴減少程度である．特に7月や旬（15日）以降の

播種ではん’一椎によって著しく粒が′」、さくなる場合があ

る，従って■iん質．収量共に低下する．又．病苔ではウ

イルスの発生である・品種間差はあるれ晩播程多発

し減収の大きを原因となり．かつ褐班粒を誘発し品名

は著しく低下する．大豆晩格の播種がは，前作物吃、収

好時期に決定され・大豆後作物の播種も．大豆の収啓

時期により決まる．大豆播種の晩隈は過去4ケ年間の

成績では・7月20日播で250Kクの収軒例　あれ

20日前後播仁磯合では10a当わ2～30β00枚程

度の株数を確保すれば比較的容易に200町程度の収

掛が挙げられるが．穣端に栽植株数を増加しても．生

育不良株が多くなれかつ倒伏を招きあく減収する場

合が多い・又前述のように粒が小さく．品質も低下し

年による収穫変動がやや大きくなる．つまりこの頃の

時期からは栄養生長歳の増加に限界があれ裁植密度

の増力．jだけで．これを補うことはむずかしく．かつ勲

期の遅延も大きく．したがって後作物に影響して悪循

環となる・現段階では7月上旬（10日）を播種限界

と甥■える方が安全である．

晩播栽培は品種の生態型．革型．伸長速度等が大き

く関係する・晩播栽培を安定させる把は娩播密植用品．

種の育成が責務である．

畑作経営に∴おける商品畑作物の経営経済性

ー畑作営農試験地の事例を中心に－

佐藤　多　書・佐々木勝　美

（青森県農試ノ

1ま　え　が　さ

畑作経営の一般的弱点として指摘されるのは，第一に

地力の低さにともなっての土地生産性の低さ．第2に価

格の不安定さである．

この解決のためr地力を高めつつ，収益性の高い作目

を米紙ることが黄求され．その手段として，酪農経営が

また経営作物として，てん菜の導入が強調され」ている．

本県においても上北．および三八地区を中心に酪農とと

もにてん菜の普及をはか少つつあるが．必ずしも望み漣

りに仁日へつていない・

この原因として一般的には酪農やてん菜生産の低位性

に対し．水田生産力の高さなどがあげられるが，これら

との関連において，商品畑作物の経営経済性を明らかに

し，畑作経営における作物選択・土地利用などについて

若干の検討を試みたので．その概要について報告する．

2　調査地の概況

調査地は大曲畑作改善営農試験地である．この試験地

は．三沢市の東方約2Knのところに位置し．8戸の農家

で構成されている畑作経営群である。この経常群の自然

条件は悪いが，交通条件および農業条件は県鳥試古間木

支場に隣接しているので極めて良好である．

次に耕地とその利用状況をみると．平均桝地面棟は

4ha　強であるが，水田耕作者は3戸．耕地面積比は

7努にすぎない．また水田面杜が少ないためか，畑作

物では陸稲を中心に馬鈴薯・なたね・かんらんをどが

集中的に作付されている．酪農やてん菜については余

力典味を示さなhところである．

3　調査綺黒と分析

1．作付体系

この経営群で実施している基本的な作付方式は次の

通わである．

この作付体系は．水田を所有する農家も同じである．
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